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日本に
おける ゴーゴリ翻訳・紹介文献
ー 戦前篇 一
?
野 宏
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::,:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
はしがき
明治 19年 (1-3月），二葉亭四迷がゴー ゴリの「或作の断片」を訳出し，それ
を坪内逍遥との口語体をめぐる議論の題材として以来，今日まで， ゴーゴリは日本
文学と深く関わり続けてきた。本書誌
はそう した関わり，影響を研究してゆ
くための基礎として，ゴー ゴリ 受容の
歩みを跡づけたものである。
今回の調査は，原則として明治初年
から昭和19年12月末日までに印刷され
た単行本，雑誌新聞を対象とし，早
稲田大学図書館を中心に，国立国会図
書館， 日本近代文学館なども利用して
行なった。が，完璧は期し難<. とり
わけ新聞は不完全なものになった。雑
誌などもまだ，補遺の必要がかなりあ
るよ うに思われる。大方の御叱正，御
教示をお願いしたい。
なお，本書誌作成にあたって，『明
治 ・大正 • 昭和 翻訳文学目録』（風
二葉亨四迷訳 「肖像画」 『太陽』3-2,
間書房昭34), 並びに『近代日本に 明30,1. (本紺P.23参照）
おける西洋文学紹介書目・ 雑誌篇 (1885-1898)』（悠久出版，昭45)を参照した。
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凡 例
1. I. 翻訳文献と ]I.研究 ・紹介文献と 2部に分け，いずれにも属さず，かつ重
要と思われるものは 〔その他〕に収録し，項目の配列はいずれも編年体と した。
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2. I. の翻訳には抄訳も含む。現行の邦訳題名と著しく異なる場合は，項目の末
尾に註記した。
3. r. で明治時代の文献はすぺて採録し， 大正以後においては， ゴーゴリ或いは
その作品，作中人物，作品名のみの言及などは原則として割愛した。
4. 旧漠字は新漢字に改めた。
5. 雑誌の巻号数は数字のみで示した（例えば， 2巻5号→ 2-5)。頁数はゴー
ゴリに論及した箇所を表わす。
6. 必要と認められるものには総頁数やコメントを付した。
7. 再録されたもの，或いは外国の同一著作の異なる翻訳は，初出の箇所に一括し
て掲げた。
8. ゴシ ック体で示したものは原題である。この場合の原題とは河出書房新社版の
『ゴーゴリ全集』（昭51-52)の邦訳題名を意味する。ただし，＊印は『全集』未
所収のため，編者が付したもの。
I 翻訳文献
P.A. (上田敏）訳「ウクライソ五月の夜」（『第一高等中学校校友会雑誌』 25, 明
26・3, 35-38頁）。「南露春宵」と改題し『みをつくし』（文友館，明34)102-
104頁に所収。 『みをつくし』にはゴーゴリ紹介文を収録。
緒言（石川残月）訳「カザックの鉄騎」（『裏錦』 2-22, 明27・8, 19-24頁）。
「タラス・ブーリバ」。訳者の解説を収録。
盈花生（徳宮盈花）訳「老武者」（『国民新聞』，明28・8・1-9・25)。『国民小説』
8 (民友社，明 29,67-196頁）， 『肱花全集』 2(滋花全集刊行会，昭4)85-205 
頁。冒頭に訳者の紹介文を収録。「タラス・ブーリバ」。
二莱亭四迷訳「肖像画」（『太腸』 3-2,明30・l, 70-89頁。 3-3, 明30• 2, 74-
89頁。 3-4, 明30・2, 178-196頁）。『明治小説文庫』 2(埒文館， 明31, 98-
172頁）， 『二業亭全集』 3(東京朝日新聞社，明45, 3-107頁）， 『二葉亭全集』 3
（博文館，大8, 1-96頁），「現代日本文学全集10 二葉亭四迷 ・嵯峨の屋御室集」
（改造社，昭3, 150-183頁）， 『二葉亭四迷全集』 2(岩波書店， 昭12, 171-260 
頁）にそれぞれ所収。
今野愚公訳「結婚」（『新小説』 2-7, 明30・6, 1-89頁）。翻案的頼向大。訳者の
紹介文を収録。
今野愚公訳「烹塁狂人日記」（『天地人』 15, 明32・3, 74-80頁。 16, 明32• 4, 75 
-82頁。 17, 明32・5, 68-73頁。 18, 明32• 6, 66-69頁）。訳者の紹介文を収録。
みをつくし（上田敏）訳「大野のたびね」（『帝国文学』 6-2, 明33・2, 41-46頁）。
「露西亜の大野」と改題し『みをつくし』（前出） 104-112頁に所収。「タラス・プー
リバ」。
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昇曙夢訳「春の宵」（『新小説』 8-2, 明36• 2, 171頁）。「五月の夜，または身投げ
した娘」。
昇曙夢訳「生命」（『新小説』 8-5, 明36・5, 143-145頁）。改訳 「降誕」（『新声』
18-1, 明41・1, 92-94頁）。『アラベスキ』 (1835)所収の評論。
塚原渋柿・柴田流星共訳「蛮勇」（東京日々新聞』， 明36・7・26-9・22)。単行本
『蛮勇』（新声社，明36)に所収。翻案的傾向大。訳者「序」を収録。 「タラス・
プー リバ」。
昇曙夢訳「母の涙」（『新小説』 8-9, 明36・8,183-186頁）。「タラス・ブーリ
バ」。
二葉亭四迷訳「むかしの人」（『早稲田文学』 5, 明39・5, 1-39頁）。 『二葉亭全集』
3 (東京朝日新聞社，明45, 109-151頁） 『二葉亭全集』 3(博文館，大8,97-136 
頁）， 『二葉亭四迷全集』 4(岩波書店，昭13, 125-163頁）に所収。 「昔かたぎ
の地主たち」。
英蝉花訳「ヅニエプル河」（『新声』 14-6, 明39・6, 27頁）。「恐ろしき復醤」。
二葉亭四迷訳「狂人日記」（『趣味』 2-3,明40・3, 1-5頁。 2-4, 明40 • 4, 1-
14頁。 2-5, 151-161頁）。『乞食』（彩雲叫明42), 『二葉亭全集』 3(東京朝日
新聞社，明45, 153-192頁），『二葉亭全集』 3(博文館，大8, 137-173頁），『現
代日本文学全集10 二葉亭四迷•嵯峨の屋御室集』（改造社，昭4, 403-415頁），
『二葉亭四迷全集』 4(岩波書店，昭13, 217-253頁）にそれぞれ所収。
まんとる
西本翠蔭訳「外套」（『文芸倶楽部』 15-8, 明42• 6, 109-145頁）。
楠山正雄訳「脚本検察官」（『測と詩』 5, 明44・2, 1-78頁）。改訳して『近代劇
選集』 1(新潮社，大9)645-765頁に所収。
高須梅渓訳 「喜劇 求婚」（『演芸画報』 5-8, 明44• 8, 1-16頁。 5-9, 明44 • 9, 
1-19頁）。翻案的傾向大。
村山勇三訳「真夏の夜 Xー教の坊主が話した真実の話」（『開拓者』 11-3, 大5.
3, 32-39頁。 11-4, 大5 • 4, 38-46頁）。「イワン・クパーラの前夜」。
森田草平訳『死せる魂』上・下（泰西近代名著文庫），国民文庫刊行会，大6。下に
「附録」として森田訳「戯曲 検察官」，上に訳者による「序」を収録。
豊原清雄訳 「五月の夜」（『都会及農村』 4-5, 大7・9)。
針替蒲作訳「幌馬車」（『露西亜評論』 1-8, 大7・10, 172-186頁）。
衛藤利夫訳「外套」（トーマス・セルチェル編『露国十六文豪集』， 新潮社，大8,
55-109頁）。編者「序論」を収録。
菊池仁康訳「幌馬車」（『露西亜21人集』，善文社，大11,249-273頁）。紹介文を収録。
福永挽歌訳「タラス・プルバ」（『露西亜芸術』 3,大11・1。4, 大11• 2, 97-101 
頁。 5, 大1・ 3, 73-78頁）。
蔵原淮人訳 「五月の夜一或は水死女」（『ロシャ文学』 5, 大11• 4, 94-129頁）。
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武藤欽訳「外套」（『世界名著梗概叢書3外套外 3篇』，文献書院，大11, 9-64頁）。
訳者「序説」を収録。
宮崎亮訳「召使」（『ロシャ文学』 13, 大12・7,103-111頁）。「下男部屋」。
相良正康訳「昴」（『ロシャ文学』 17, 大13• 4, 59-89頁）。
岡田光一郎訳「コサ ックの最後」（『ロシャ文学』 19, 大13• 6, 76-81頁）。「タラ
ス・ブー リバ」。
米川正夫訳「検察官」（『近代劇大系』 13, 近代劇大系刊行会，大13, 1-165頁）。
訳者「解題検察官」を収録。同題で岩波文庫（昭3), 『世界文学全集35 近代戯
曲集』新潮社，昭4,459-545頁）に所収。後者には訳者「ゴーゴリと『検察官』」
を収録。
村山勇三訳「五月の夕」（『世界短編小説大系 露西亜篇』上．近代社，大14)。
熊沢復六訳「検察官に関する原作者の書簡」（『築地小劇場』 4-1, 昭2• 1, 25-26 
頁）。＊「『検察官』の初演の直後に或る文士にあてて作者により書かれた手紙の
断章」。
原久一郎訳「タラス・プーリバ」（『世界文学全集24 露西亜3人集」， 昭3, 385-
522頁）。原訳「鼻」（同上， 523-548頁）。訳者「ゴーゴリに就いて」を収録。
「隊長プーリバ」と改題し「昴」とともに新潮文庫『隊長プーリバ』（昭14)に所収。
山内封介訳「検察官」（『近代劇全集27 露西亜篇』，第一書房，昭3, 17-163頁）。
巻末に訳者「ゴーゴリに就いて」を収録。
熊沢復六訳「検察官」（『世界戯曲全集23 露西亜古典劇集』，世界戯曲全集刊行会，
昭3, 135-220頁）。熊沢訳「婚姻（全く有りさ うもない事件）」（同上， 221-280
頁）。巻末に訳者「ニコライ・ゴオゴリに就いて」を収録。「検察官」は『世界名
作文庫306 検察官』（春陽堂，昭7)に所収。
原久一郎訳「イワーソ・イワーノヰ ッチとイワーソ・ニキーフォロヰッチとが喧嘩
をした話」（岩波文庫，昭3)巻末に訳者「ゴオゴリに就いて」を収録。
上脇進訳「検察官」（『世界ューモア全集』 10, 改造社， 昭8, 3-168頁）。上脇訳
「昇」（同上， 170-216頁）。
伊吹山次郎訳『外套他2篇』，岩波文庫，昭8。「外套」「鼻」「ネフスキイ大通り」，
並びに訳者「はしがき」を収録。
岡沢秀虎訳「死せる農奴(1)」（『文化集団』 2-4, 昭9・4, 160-170頁）。
遠藤豊馬訳『死せる魂』，文化公論社，昭9。「訳者の言葉」を収録。
伊吹山次郎訳「昔気質の地主たち」，岩波文庫，昭9。
＊ 
『ゴオゴリ全集』 1Cナウカ社，昭9)平井肇訳「ディカーニカ近郷夜話」第1部（「序
言」「ソロチ｀ノツィの定季市」 「イワソ・クパーラの前夜」「五月の夜ーまたは水
死女ー」「喪失した国書」，第2部（「序言」「降誕祭の前夜」「怖ろしき復曹」「イ
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ワ｀ノ ・フョードロギッチ・シュポーニカとその叔母さん」「呪禁のかとった土地」）。
巻末に訳者「解説」。岩波文庫『デイカーニカ近郷夜話』前・後篇（昭12)に所
収。
『ゴオゴリ全集』 2C同上）平井罪訳「ミルゴーロド」第 1部（「むかし気質の地主」
「タラス ・プーリバ」，第2部（「ヴィヰ」「イワ｀ ノ ・イワーノキ ッチがイワ｀ノ ・ニ
キーフォロヰッチと喧嘩をした話」）。巻末に訳者「解説」。同巻付録月報（第 3
回配本）に「ゴオゴリと フーシキン（ウエレサエフ教授著「ゴオゴ リの生涯」 よ
り）」，「ゴオゴリと官吏生活」を収録。「むかし気質の地主」， 「ヴィヰ」，「イワ
ソ・イワーノギッチがイワ‘ノ ・ニキーフ ォロギッ チと喧嘩をした話」は改造文庫
『ミルゴロド（短編集）」（改造社，昭13)に所収。巻頭に訳者「まへがき」を収
録。
『ゴオゴリ全集』 sC同上）昇曙夢訳「検察官」，広尾猛訳「結婚」，熊沢復六訳「賭
博者」「下男部屋」，下永融訳「芝居のはね」。担当訳者によるそれぞれの「解説」
を収録。同巻付録月報（第 4回配本）に昇曙夢「ゴオゴリ熱中時代の思出」，立
野信之「『死せる魂』の迫力」を収録。
『ゴオゴリ全集』 4C同上）八住利雄訳「昴」 「肖像画」， 中山省三郎訳「外套」「ネ
フスキイ大通り」，横田瑞穂訳「馬車」「羅馬」，能勢陽三訳「狂人の手記」。担当
訳者によるそれぞれの「解説」を収録。同巻付録月報（第 2回配本）に「ゴオゴ
リの家系」， 「焼かれた原稿」，「ゴオゴリを第一とす」， 千葉亀雄 「ゴオゴリの作
品全集版によせて」， 「ゴオゴ リ全集の装釘について」， 「『死せる魂』の全訳につ
いて」を収録。
『ゴオゴリ全集』 5C同上）上田進訳「死せる魂」第 1部巻末に訳者「解説」を収
録。同巻付録月報（第 5回配本）に上田進「『死せる魂』翻訳余談」，立野信之
「『死せる魂』の迫力」，能勢陽三「ラヂオで放送された『死せる魂』と『検察官』」
を収録。名著研究文庫A-4C河出書房，昭13)に一部所収。
『ゴオゴリ全集』 6C同上）能勢陽三訳「死せる魂」第2部，上田進訳「死せる魂」
第1部補追作（「者から読者へ」「覚書」 「第9章の結末」「コペイキ ン大尉の話」）。
担当訳者による「解説」を収録。同巻付録月報（第 6回配本） にナウ カ社版『ゴ
オゴリ全集』の完成によせた諸家の文面を収録 〔八杉貞利•井田孝平• 正宗白烏
• 中野重治 ・沖野岩三郎 ・徳永直 • 上田進 • 八（主利雄 ・「読売調査室」 H・T生 ・
米川正夫• 佐藤観次郎・熊沢復六•新居格・中村白葉·宇野浩ニ・昇曙夢•吉江
喬松〕。一部変更して「ナウカ社版『ゴオゴリ 全集』の完成によせて(1)」（『文学
評論』 1-10, 昭9・12, 120-121頁）に転載。
＊ 
伊吹山次郎訳「ゴーゴリの手紙」（『作品』 6-2,昭10• 2, 47-54頁）。書簡四通を
収録。
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小山省三郎訳『死せる魂』，慈雨書洞，昭11。
中村白葉訳 「外套」（『世界短編傑作全集 露西亜短編集』， 河出書房，昭11,73-
126頁）。米川正夫「露西亜短編小説概観」を収録。
平井箪訳『馬車』（山本文庫），山本書店，昭11。『肖像画・馬車』（岩波文庫，昭12)
に所収。
平井藍訳『外套』，平井博（発行），昭11。ワルワラ ・ププノワの「挿絵」13枚を収
録。 『外套 ・恥』（岩波文庫，昭13)に所収。
平井肇訳 『狂人日記他一編』（岩波文庫，昭12)。「狂人日記」「羅馬一断章一」， 並
びに訳者「解題」を収録。
平井惰訳『死せる魂』上中下，岩波文庫，昭13-14。上の巻末に訳者 「解題」を収
録。
『ゴオゴリ全集』 1-6, ゴオゴリ全集刊行会，昭15。作品構成，訳者，解説などナ
ウカ社版『ゴオゴリ全集』 1-6C前出）と同一。
I 研究，紹介文献
ドプロリウボフ，長谷川辰之助意訳 「文学の本色及び乎民と文学との関係」（『国民
之友』 4-49, 明22・5,12頁）。
北邸散士「方内斉主人に答ふ」（『志がらみ草紙』 3, 明22 • 12, 38, 49, 40頁）。
s.s.s「明治22年批評家の詩眼」（『志がらみ草紙』 4, 明23・1, 20頁）。
輪月子 「婿えらび（嵯峨のや主人作，都の花30号）」（『国民之友』 6-77, 明23 • 3, 
37頁）。
寒唇軒秋風「文培名所案内」（『江戸むらさき』 10,明23・10,4頁）。
徳富蔵花「露国文学の泰斗 トルストイ伯下」 （『国民之友』 7-98, 明23・10, 35 
頁）。
不知庵主人 「見き入の儘」（『国民之友』 8-106,明24 • 1, 27頁）。
不知庵主人 「饗庭篇村氏」（『国民之友』 8-117, 明24 • 5, 36頁）。
「文学一斑」（『日本評論』 29, 明24・5,138頁。 30, 明24 • 5, 175頁）。
「小説罪と罰 C巻の 1)」（『国民之友』 11-173, 33頁）。
「非凡非常なる露国文学の顕象」（『裏錦』 1-3,明26・1,48頁）。
高安三郎 「青燈の下」 （『同志社文学』 63, 明26・ 3, 25頁）。
冥々生「校友会雑誌第25号略評」（『第一高等中学校校友会雑誌』 26,明26• 4, 6 
頁）。
「露国の碩学グロ ートの事を記す」（『心海』 1-25,明28・9,45頁）。
「雲中語」（『めさまし草』 9,明29 • 9, 43頁）。
小西増太郎 「現今と露国文学界」（『明治評論』 5-11,明29 • 10, 24頁。 6-1, 明
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29• 12, 23頁）。
西海枝静「露国文豪ゴゴリの傑作レウィゾルを読む」（『江湖文学』，明29・11,36-
41頁）。
嵯峨之屋主人「露国の天オフ゜ー シキンとゴーゴリ」（『文反古』，民友社，明30, 176 
-183頁）。
徳富健次郎『トルストイ』，民友社，明30,4, 13, 17, 18, 27, 82, 204, 206頁。
『十二文豪』 10(民友社，明38)に所収。
西海枝静「ツルゲーネフの『姻』」（『帝国文学』 3-4, 明30・4, 68頁）。
「雲中語」（『めさまし草』 19, 明30・7, 39頁）。
「『新小説』第7巻」（『早稲田文学』 38, 明30• 7, 41頁）。
上田敏「フランス文学の研究」（『帝国文学』 3-8, 明30・8, 1頁）。
矢崎探美纂訳「露国文学一斑」（『めさまし草』 22, 明30• 10, 43頁）。
西海枝静 「露国文学と農民」（『帝国文学』 3-11, 明30・ 11,73-78頁。 3-12, 明
30・12, 60-67頁）。
「翻訳壇」（『帝国文学』 4-1, 明31・1, 127頁）。
「滑稽文学」（『太陽』 4-6, 明31・ 3, 259頁）。
西海枝静「トルストイ翁の新美術論」（『帝国文学』 4-7, 73頁）。
「審美新説」（『めさまし草』 35, 明32・2, 17頁）。
菟狂彦投「隣のたから」（『めさまし草』 41, 明32• 11, 29頁）。
山田脱彦「露国文学史要二」（『裏錦』 8-87, 明33・1, 7頁）。
日下逸人「露国の宮廷」（『太陽』 7-12, 明34・10, 113頁）。
「上田敏君の近業『文芸論集』 『みをつくし』併せて『海外文学』の三書を読む」
（『読売新聞』，明34• 12・26)。
昇曙夢「露国文豪ゴーゴリ」（『使命』 40, 明35• 4, 10-13頁。 41, 明35• 5, 8-
11頁。 42, 明35・6, 13-19頁。 47, 明36・1, 13-18頁。 48, 明36・2, 19-21 
頁。 50, 明36・4, 19-25頁。 52, 明36• 6, 9-11頁。 53, 明36 • 10, 9ー 14頁。
54, 明36・11, 14-17頁。 55, 明36・12, 17-20頁。 56, 明37 • 2, 10-14頁。
57, 明37・4, 9-11頁）。一部改変し『露国文豪ゴーゴ））』（春陽堂，明37)に所
収。
石川残月「詩人の理想」（『裏錦』 10-114, 明35• 4, 5頁）。
昇曙夢「樗牛高山博士を悼む」（『使命』 48, 明36• 2, 14頁）。
柴田流星「『蛮勇』をI剥台に上すに就いて」（『新声』 10-5, 明36• 11, 77-78頁）。
「ゴーゴリの『検査官』梗概」（『使命』 56, 明37・2, 18-19頁）。
喫茶三昧楼主人「軍国之読書」（『学鐙』 8-3, 明37• 3, 7頁）。
「光栄ある戦争」（『帝国文学』 10-4, 明37・4,105頁）。
昇曙夢『露国文豪ゴーゴ））』，春陽堂，明37。総頁206頁。
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曙夢「スラーヴ国民の性質」（『使命』 58,明37・6,1-3頁）。
「ゴーゴリ（昇曙夢著）春陽堂」（『裏錦』 12-141, 明37・7, 50頁）。
「ゴー ゴリ 昇曙夢著」（『帝国文学』10-8, 明37・8, 99-100頁）。
曙夢生「露国民謡の特質」，青木城南「『ゴーゴリ』昇曙夢著」（『裏錦』 12-142,
明37・8,33, 71-73頁）。
昇曙夢「露文学の過去」，「露国文学の写実主義」（『太陽』 11-11, 明38・8, 125-
126, 220-221頁）。
くりぶとめりあ「ろしあ路」（『帝国文学』 11-1, 明38・1, 108頁）。
孤島「芸術とは何ぞや（トルストイの芸術観）」（『新小説』10-9, 明38・9, 76頁）。
野の人「現代の翻訳界に苦告す」（『帝国文学』 11-9,明38・9, 120頁）。
畔柳芥舟「国際と評論と小説と」（『新小説』 11-4, 明39 • 4, 154頁）。
残月生「露国文学の紹介者」（『裏錦』 14-164, 明39・6, 40-41頁）。
「早稲田文学（五月の巻）」（『太陽』 12-8, 明39・6, 224頁）。
八杉貞利『詩宗プーシキソ』，時代思潮社，明39, 11, 266, 273-274, 276, 278, 
280頁。
中島孤島 「仮面を脱すべき時は来れり」（『太陽』 12-11, 明39• 8, 126頁）。
「千九百六年に於ける露国文培の概観」（『帝国文学』 12-12, 明39・12, 103-104 
頁）。
「く欄外記事〉」（『趣味』 2-4, 明40・4, 14頁）。
無極「狂人論」（『帝国文学』 13-7, 明40・7, 140-145頁）。
二業亭「法帖を習い連句を読む」（『文章世界』 2-9, 明40 • 8, 3頁）。
窃舟「其面影」（『帝国文学』 13-10, 明40・10, 141-143頁）。
宮地竹峰「厭世詩人ネクラソブ」（『文庫』 35-20, 明40・10, 120頁）。
メイナァド ・バトラア氏，高瀬精太訳 「イプセン一難」（『新思潮』 5, 明41・2, 10 
頁）。
桜井天壇「独逸劇壇に於ける外国熱」（『新思潮』 5, 明41• 2, 41頁）。
「明治四十年文芸資料」（『早稲田文学』 27,[月41・2,40頁）。
く， ま生 「ツルゲーネフのゴーゴリ追懐記」（『早稲田文学』 28, 明41・ 3, 65-74 
頁）。ツルゲーネフ，佐藤北痺訳「私の見たゴーゴリ」（『新潮』 19-5, 大2• 11, 
22-33頁）。宮原晃一郎訳「ゴーゴリ」（『文学的回想』， 緊芳閣出版， 大15, 103 
-133頁）。改訳して『世界大思想全集89 文学的回想』（春秋社，昭9)57-74頁
に所収。原久一郎訳「ゴーゴリ 」（『文学と生活』，創芸社，昭25,81-106頁）。
昇曙夢「露国の自然主義」（『早稲田文学』 29,明41・ 4,56-63頁）。
草野柴二「十九世紀露西亜文学概観」（『文章世界』 3-6, 明41・5, 224-225頁）。
田山花袋「近代三十六文豪編輯に就いて」）『文章世界』 3-6, 明41・5,238頁）。
嵯峨の屋主人 「文学者としての前半生」（『文章世界』 3-7, 明41• 5, 18頁）。
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安成貞雄「チェホフ論」（『文庫』 37-2,明41・6, 109, 110頁）。
八杉貞利「グリンカを論ず」（『帝国文学』 14-6, 明41・6, 6, 12頁）。
メビー氏，天淵生訳「杜翁論」（『太陽』 14-10, 明41• 7, 126頁）。
「二十八人集 小栗，田山両氏編」（『新小説』 13-9, 明41・9,100頁）。
加能作次郎「ツルゲーネフの作風」（『ホトトギス』 12-1, 明41・10,107, 110, 
111頁）。
加能作次郎「ドストエフスキイに就いて」（『ホトトギス』 12-4, 明42• 1, 74頁）。
斉藤信策「日本文学に欠如せる一性格（ユーモアと自然主義）」（『新小説』 14-3,
明42・3, 227頁）。
加能作次郎「ゴルキイの『木賃宿』」（『ホトトギス』 12-6, 明42・3,63, 64頁）。
加島汀月「ゴーゴリ祭」（『国民新聞』，明42 · 3 • 31。明42・4・6)。
昇曙夢「煩悶の人ゴーゴリ（近代露文学の特徴）」（『読売新聞』，明42 · 4• 18)。
草野柴二「百年祭に当れるゴオゴリ」（『東京二六新聞』，明42・4・18, 明42・4・
19, 明42·4• 21)。
「露国文壇消息 くゴーゴリ 祭尿況につい て〉」（『東京二六新聞』，明42 • 4・26)。
「ゴーゴリ誕生百年祭」（『早稲田文学』 42, 明42・5,89頁）。
「杜翁のゴーゴリ論」（『東京二六新聞』，明42・5・ 3, 明42·5• 8)。石田三治訳「ゴ
ーゴリに就いて」（『トルストイ全集』 8,東京春秋社，大8)。
「ゴーゴリ祭」（『学鐙』 13-5, 明42・5,8-9頁）。
「ゴーゴリの百年祭」（『新小説』14-5, 明42・5,320-321頁）。
昇曙夢 「露国写実主義の創始者（ゴーゴリの誕辰百回紀に際して）」（『太陽』 15-6,
明42・5, 124-129頁）。
プラソデス， 岡村千秋訳「ゴーゴルの印象」（『文章世界』 4-6, 明42• 5, 58-61 
頁）。同号に 「文豪ゴーゴリと其筆蹟及び画稲」 を収録。瀬戸義直訳『露西亜文
学印象記』（中興館書店，大3,115-125頁）。
「北方文芸だより 下く トルストイ，ゴーゴリをめぐって〉」（『東京二六新聞』，明
42·5• 24)。
「長谷川二葉亭氏逝く 」（『帝国文学』 15-6, 明42• 6, 117頁）。
「ゴーゴリ銅像除幕式」（『東京二六新聞』，明42・ 6・9, 明42・6・10, 明42• 6・11)。
摘記して『学鐙』 13-6, 明42・6, 15-16頁に転載。
カミ‘ノスキイ，放浪生訳「ツルゲネフとモーパッ サソとの交際」（『早稲田文学』 44,
明42・7, 65頁）。
太田黒重五郎「三十年来の交友」， 中田諄策「長谷川先生」， 股野貫「長谷川辰之
助先生の東京外国語学校教授時代」，島崎藤村「長谷川二葉亭氏を悼む」，昇曙夢
「謎の人二葉亭」， 田山花袋「二葉亭四迷君」， 小山内蕉 「四迷先生の翻訳に関す
る追憶」，長谷川天渓「二葉亭四迷子逝く」，魯庵生「二葉亭の一生回顧二十年」
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（坪内逍遥・内田魯庵編『二葉亭四迷』，易風社，明42,上ノ 12, 90-91, 97, 下
ノ16, 20, 24, 47, 107, 118, 169, 179, 197頁）。
有機逸郎「二莱亭四迷」（『趣味』 4-9, 明42・9, 39頁）。
「新刊案内乞食」（『中央公論』 24-9, 明42・9, 175頁）。
弓城生「西洋文堕雑記帳」（『趣味』 4-9, 明42・9,47頁）。
加能作次郎「プランデスのゴルキイ論」（『ホトトギス』 12-12, 明42• 9, 107頁）。
草野柴二「斉藤信策君の一面」（『新潮』 11-4,明42・10, 79頁）。
中沢臨川「レオ ・トルストイ四」（『趣味』 4-10,明42・10, 15頁）。
細越夏村「ゴーゴリ『タラス・ プルバ』梗概」（『新文林』 2-11, 明42・11, 45-
49頁。 2-12, 明42• 12, 37-42頁）。
ド・ミー ユ，松原至文訳 「ゴーゴルと田園ロマンス」（『近世大陸文学史』，昭倫社，
朋42, 252-261頁）。
昇曙夢「ゴーゴリ『死せる人々』」，＜，ま「ゴーゴリ『検査官』」，「ゴーゴリ 」，昇
曙夢「ゴーゴリの写実主義」「プ 、ーンキソと ゴ ゴーリ」（『文芸百科全書』，隆文館，
明42,解題編=134-135頁 〔項目5刀， 224-226頁 〔項目96〕，梨辞編=37頁，第
1部文学編=614頁〔項目102釘， 614-615頁 〔項目1030〕）
錦村生「露国近代名著紹介」（『学鐙』 13-11, 明42• 11, 10頁）。
中村正湖「二葉亭四迷論」（『早稲田文学』 50, 明43・1,134, 135, 146頁）。
「現代文芸百家小伝昇曙夢」（『新潮』 12-1, ~ 月43・ 1,30-31頁）。
昇曙夢「クープリンの傑作『ヤーマ』」（『文章世界』 5-3, 明43• 2, 74頁）。
志賃重昂「日韓開国欧米人謝恩展覧会開催の議」（『学鐙』 14-2, 明43 • 2, 5頁）。
「文芸問答」（『新潮』 12-5, 明43・5, 101頁）。
青波生 「鋸文堕の数人」（『学鐙』 14-5, 明43・5, 12頁）。
「新刊書一覧 二葉亭全集第一巻」（『早稲田文学』 55, 明43• 6, 110頁）。
吉江孤雁「自然の描写」（『新潮』 13-2, 明43・8, 99頁）。
中沢臨川「自然主義汎論」（『早稲田文学』 58, 明43・9, 16-18頁）。
セルゲイ ・ニリセニフ「新時代測『検察官』」（『東京朝日新聞』，明44・2・9)。
「新刊紹介劇と詩第5号」（『ホトトギス』 14-7, 明44・3, 96頁）。
魯庵生「書斎生活」（『学鐙』 14-11, 明43・11, 10頁）。
「文芸消息片々」（『早稲田文学』 63, 明44・2, 30頁）。
御風「さまざまの記」，「二月の文坦概観創作及び翻訳」，「文芸消息 新時代劇協
会第2回興行」，「新聞雑誌文学一覧（畠 H祖闘）」（『早稲田文学』 64, 明44・3,
72, 17 〔梨報欄〕，20〔邸報欄〕，26〔疵報欄〕）。
川島風骨「近欧劇壇の瞥見」（『帝国文学』 17-3, 明44・3, 12頁）。
田山花袋「描写論」（『早稲田文学』 65, 明44・4, 119頁）。
幽紘郎「最近世界思潮」（『帝田文学』 17-6, 明44• 6, 73頁）。
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昇昭夢「研究と翻訳との十ケ年」（『文章世界』 7-2, 明45・2, 114-115頁）。
「明治四十四年文芸界一覧」（『早稲田文学』 75, 明45・2, 90頁）。
在露生「『死人』と『オブロモフ』の梗概」（『新潮』 16-3, 明45・3, 129-135頁）。
厨川白村『近代文学十講』，大日本図書，明45, 239, 302頁。
昇曙夢「現代露文学の大勢」（『学鐙』16-7,明45• 7, 2頁）。
前田昴「二葉亭主人の『二葉亭全集第三巻』」（『文章世界』 7-15,大元・ 11, 70, 
72頁）。
瀬戸義直「露西亜と農奴」（『聖盃』 2-2, 大2・2, 39頁）。
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